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は じめに

1986年伊豆大島噴火は， 11月 15日二之原[11!11頂火口より

った.著者たちは火口付近に発生する地震の性質を地

震波の属波数特性から探り，噴火との関連を調室する目的

で， 高周波帯域の地震計による観測を， 11月21Hより一

週間にわたって臨時の連続地震観測を実施したー地震言i三

台は大島漏泉ホテルの外にある貯水槽掛のコンクリート上

に，収録器はホテルl[j宿舎内に設問した.

設置作業中から地提勤を是元で感じる一万で，三原山田

火日からの爆発育が;宰ガラスを振動させ.地震動と爆発去

の交互の繰り返しが継続した.時間経過とともにその激し

さが増大し， Iなにか呉常な状態の中におかれているので

は!と不安を感じながら設置作業をした.意外と時間

やしたが， 15時には観i.l!1]を開始することができた.16時過

ぎに大島誕泉ホテル績の展望台で伊豆大島総合観測班の地

殻変動データを拝見中，山j頁火口方向のカルデラ

然白煙が上がり，割れ目i噴火の開始となった(阿部・

1987)‘日の前で割れ日噴火を体験し，生証忘れることのな

い地震観測および研究調杏であった.

この観測で得られた間有爵波数 10Hzの速度塑地震計

(L-16 A) による地麓凶数と噴火活動との関係解明

たので報告する.

観測位置

図 1-1は関東地域の地図を，図 1-2は伊豆大島全体の地

図(早川・白尾， 1987)を示す.観測地点は三原山火口よ

り3Kmの外輪山北東端にある大島温泉ホテル旧職員宿舎
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敷地内である. I日職員宿舎内に携帯用データレコーダ (3

ch+タイムコード)を…台設置した.速度型地震計(上ド

動成分)三台は建物に隣接する貯水槽跡のコンクリート面

に石膏でf;&J定した(岡 2-1).

所在地:東京都大島町泉津字きつみ場 3--5

(大島温泉ホテル!日職員宿舎敷地内)

北緯 34045'03"，東経 139021'11.5ヘ

灘機器

490m. 

伊豆大島臨時地震観離に使用した観測機器は， (3 

台〉外結え寵きで収録部は増幅器，時計装置およびバッテ

リー内蔵明による小梨携帯用データレコーダである. この

データレコーダは...般に市販されているカセットテープ速

250分の lに誠速させ，約…間の連続地震観弼を無

も観視Ijwf能にするよう開発された機器である.地震計

の機種は， L-22 D (固有毘波数 2Hz)，L-16s (富有周波数

3 
v 。

百8:50001

図 1-1. 関東地域の地図
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4. 5 L-16A (固有周波数 10Hz)であり， 3機種とも

上ド動成分の速度型地震計(マークプロダクト製)である.

データレコー夕、は，コスモテック製(図 22)の KR-422D

(入}J3chによる D双方式)入力 1ch (増幅器 1，0001音)に

L-22D地震計を接続する.

入力 2ch(噌i隔器1，0001書)に L-16B地震計を接続する.

入力 3ch (対数増幅器 100倍〉に L-16A地震計を接続す

る.

一 -o 2 3km 

関 1-2 伊¥i大島全体図

A， B， C は噴火口の 1，'1:置与をノJ~す.

図 2-2‘ 大島i';~泉ホテ }~f日戦以宿舎内 iこ設 i賓したデータレ
コーダ

図 2-1 伊 ¥i大島出泉ホテル敷地内に設置した地震計 (3台)



1986年 11月21日伊豆大島噴火時の現地臨時地震観測
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図 3. 伊豆大島臨時地震観測点(大島温泉ホテル敷地内)における 10分毎の地震回数

4chは本体内蔵の水晶時計によるタイムコード出力.

地震回数と噴火活動

表 1は， L-16A地震計による毎 10分間隔の地震回数を

読取った数値である.読取り値は， 11月 21日14時00分

から始まっている最初の 1時間(14時)は現地での設置作

業中のため地震研究所堂平地震観測所所属の大山観測点の

地震記録を参照し，そのデータの読取り債を追加した.読

取り値の基準は，伊豆大島における局地地震を対象とし，

s-p時聞が1.5秒以下の地震で記録振幅は 10mKine以上

の地震波形を読取った.

図3は，表 1のデータを基に， 11月 21日の 14時00分

から 11月 22日09時までの地震数を折れ線グラフで示し

た図である.

図4は， 11月 21日の割れ目噴火の発生時刻および噴火

活動と地震回数との関連を示した図である.図 4の上段図

は，気象庁発行の地震月報 (November，1986)より 11月

21日の 14時00分から 21時までの伊豆大島でのマク守ニ

チュードを縦軸にプロットした図である.図 4の中段図

は，上段図の横軸時間スケールに合わせて，表 1から地震

回数を読み取りをした図である.図 4の下段図は，中段図

の時間スケールを 11月 21日の 14時 00分から 11月 22日

00時までの地震数をプロットした図である.図 4の中段図

での Aは，伊豆大島総合観測班が総称する三原山頂火口

の噴火で， Bは三原山頂火口と外輪山の聞の割れ目噴火で

ある. cは，外輪山斜面の割れ目噴火を意味する(図 1-2

参照).地震の数は 14時過ぎより急増しているが， 18時か

ら21時までの間，数の変化は少ない. Bおよび Cの割れ

目噴火の最盛期は 16時から 19時頃の聞であるが，その聞

の地震活動は目だって変化していない.A火口の噴火は，

11月 22日3時頃で終息しているが地震活動は 21日22時

頃より減少している.

図5は， L-16 A地震計によるカセットテープ再生の連

続記録である.時間軸を圧縮し，気象庁の地震月報から伊

豆大島での震度を読取り地震記象に対応させた図である.

割れ目噴火の最盛期には有感地震は頻繁に発生しており火

山活動の激しさが推察できる.

図6は，図 5の一部分を抜き取り早送り再生した地震記

象である.S-p時間が約 0.3秒から1.0秒以下の地震は，観

測点近傍の極浅い場所で起こっているものと考えられる，

また s-p時刻が時間の経過と共に長くなってL、く傾向が

みえる.これは震源がしだ~、に遠ざかっていったことを示

唆する.

ま と め

1) L-22D (固有周波数 2Hz)，L-16B (固有周波数4.5

Hz)速度型地震計では増幅器の Gainが高過ぎたため地震

活動の最盛期には記録振幅が過大であったが， L-16A (固

有周波数 10Hz)速度型地震計(対数増幅器)による観測記

録は，火山性微動の発生中でも局地的な地震に対して威力
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図 4. 1986年 11月21日伊亙大島の噴火活動と地震回数の関係

A:三原山頂火口 B:三原山頂火口と外輪I11 C:外輪山斜面

いないことが推察される. し上げます.

4) 伊豆大島での局地地震は， 11月22日3時頃までに

ほぼ終了したが，これは A火口の噴火活動と対応してい

る.

5) 速度型 (L-16A)の上下動地震計でも， s波が明瞭

に読取れ，時間の経過と共に s-p時聞が長くなっていく

傾向が捉えられた.

謝 辞:臨時の現地地震観測を実施するにあたり，伊豆

を示した.

2) 11月21日14時過ぎから地震の数は急増したが， 18 

時-21時までの地震回数はほぼ一定している.

3) B火口， C火口の割れ目噴火最盛期は， 16時-19時

頃の聞であるが，その聞の地震活動は目立った変化はして

大島温泉ホテルの支配人海老原季正氏の御協力を得まし

た.また，伊豆大島火山観測所の皆様をはじめ伊豆大島総

合観測班諸氏の御協力を得ました.厚くお礼申し上げま

す.割れ目噴火後の避難に際しては多くの方々より御支援

を賜りました.ここに関係各位の皆様に対して厚くお礼申
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図 5， 観測点における連続記録と現地有感地震との関係
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表1. 伊以大島臨時地震観測点;における 10分旬ゐの地渓回数ぷ

I Noyember，1986 
9 min 10-19 min 20-29 min 30-3患min40-49 min 50.....59 min !Total 輔自.

21 14 。 4 27 57 72 65 225 

15 40 51 61 60 57 64 333 

16 61 5事 69 78 68 時2 397 

17 57 59 55 37 39 33 280 

18 34 51 55 51 50 53 294 

19 50 55 55 61 68 56 345 

20 56 51 44 46 46 38 281 

21 44 49 52 53 31 35 264 

22 30 23 28 24 24 27 156 

23 26 23 27 23 19 21 139 

22 o 25 23 22 23 21 21 135 

24 32 23 24 28 26 157 

2 23 32 23 19 11 13 121 

3 15 10 22 15 7 10 79 

4 4 6 9 8 7 告 43 

5 10 9 7 8 4 9 47 

a 7 8 12 9 7 7 50 

7 4 7 自 7 2 8 34 

8 8 6 5 10 6 s 40 

9 5 9 9 6 9 4 42 

10 8 5 3 6 6 4 32 

11 4 5 9 6 9 s 41 

12 4 13 5 3 4 告 38 

13 3 8 8 4 3 25 

14 8 4 3 3 3 4 23 

15 3 6 告 2 5 23 

16 5 O ヰ 12 

17 3 7 4 7 S 。 26 

18 6 3 8 3 8 27 

19 3 15 2 2 2 25 

20 6 2 ヰ 3 2 17 
21 3 6 3 2 3 2 19 

22 2 2 O 4 ヰ 13 

23 O 2 O 2 2 7 

23 o 2 。 3 3 10 
O O O 3 

2 2 2 2 3 11 

3 2 2 3 4 13 

4 O 3 O 2 2 8 

5 O 2 O O 2 2 6 

8 O O O 3 

7 2 2 2 。 3 O 9 

8 2 2 O 3 。 。 7 

9 O 。 O 2 O 3 

10 2 O O O 4 

11 O O 2 5 

12 O 2 O 5 

13 5 O 3 2 2 2 14 

14 o 。 2 o O 。 2 

15 2 4 。 O O 7 

16 o o 2 O o 4 6 

17 o o 。 O 2 

18 。 o 。 o o 
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表1. (続き)

N9-yember.1986 
day hour 0-9 min 10-19 min 20-29 min 30-39 min 40-49 min 50-59 min Total No. 
26 o o 。 o o 2 

o o o o o 
2 o 。 o 。 o 
3 o 。 o o o 。 o 
4 o o o o 。
5 o 2 。 O o 3 
6 o 。 o 。 o 
7 o 。 o 。 o o 。
8 o 。 o 。 。 o o 
g o 。 O o 2 o 2 




